嘱託に関する規程
　（目的）

第１条　この規程は、公益社団法人全国調理職業訓練協会の嘱託について定めることを目的とする。

　（定義）

第２条　嘱託は、常時勤務を要する者を「常勤嘱託」といい、常時勤務を要しない者（週３日以上４日以内勤務の者）を「非常勤嘱託」という。また、週２日以下勤務の者で臨時職員、パート職員及びアルバイトは含まれない。

（委嘱）

第３条　嘱託は、次の各号に掲げる場合に委嘱することができる。

（１）専門的、技術的業務に従事させる場合

（２）その他会長が必要と認めた場合
　（勤務）

第４条　嘱託の勤務については、１日８時間以内とする。

　（給与）

第５条　嘱託には、給料及び通勤手当を支給する。

２　給料の額は、その者の職務内容等を考慮して、会長が定める。

　（退職慰労金）

第６条　退職慰労金は、嘱託が解嘱（死亡による解嘱を含む。）となった場合に、退職慰労金規程に基づき支給する。

　（その他）

第７条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は、職員就業規則及び職員給与規程に準拠する。
２　臨時職員、パート職員及びアルバイトの勤務及び給与については、委嘱のつど、会長が定める。

（改廃）
第８条　この規程の改廃は、理事会の決議によるものとする。
附則
　　この規程は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整備法」という。）第１０６条第１項に定める公益社団法人の設立の登記の日から施行する。
